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短 報

〇信州のエゾノミズタデ（角野康郎）

エゾノミズタデは北海道及び東北地方の一部に分布す 

る両生植物であるが，長野県にもニケ所ほど産地が却ら 

れている（横内斎「信濃の湖沼」，1966;大滝・石戸 

「日本水生植物図鑑」， 1980 )。

今年の7 月，そのうちのーケ所である飯綱大池に立ち 

寄った。大規模な筑堤工事が行なわれて，池そのものの 

様子は変わったようだが，ェゾノミズタデは今も大群落 

をなして生育していた。他にオヒルムシロやエゾヒルム 

シロも生えていて，北方の湖沼と共通する環境をそなえ 

ていることが予想できた。

〇イヌイトモの第2 の 産 地 （角野康郎）

昨年，北海道釧路市でイヌイトモ （ Potamogeton 

obtusifolius ) を発見し，日本で最初の記録として『植 

物分類地理』に報告しておいた。ところが，先日室蘭文 

化女子短大の原松次教授から同定依頼のあったヒルムシ 

口類の標本の中に，厚岸町産のイヌイトモが入っていて 

驚いた。日本で2 番目の産地ということになる0

この種については植物地理学上，周大西洋要素とする 

見方と，周極要素とする考え方があり，その分布が注目 

されていた。北海道や東北地方でもう少し産地が見つか 

れば.新しい議論を投げかけることになりそうだ。
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